
メタリックケーブルのリサイクル�
Recycle of copper cables

わが国では、通信ケーブルに使用する銅資源のほとんどが�

輸入であったため、終戦直後から省資源のリサイクルが進められた。�

1946年からケーブル銅線屑が回収・保管され、�

1959年にはこれを利用した再生ケーブルの生産が始まっている。�

現在でも通信ケーブルは撤去品重量の約40%を占め、�

リサイクルの王者としてその地位は変わっていない。�

皮剥機� 切断機� 分離機�粉砕機�

皮剥後のケーブルスクラップ� 粉砕後� 回収銅�

回収銅は用途に応じて�
ナゲット・ブリケットの形状で出荷される。�
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